
当市民センター図書室（配本所）の蔵書数は約 4,000冊、絵本や

紙芝居もあります。月に２～３回、新着本や企画本などの入れ替え

が行われています。 

初めて本を借りる場合は身分証明書を確認後、利用者カードを作

成します。利用者カードの有効期限は 3年、更新作業も行っており

ますので窓口にお声がけください。 

本の貸出は、貸出日を含め 15日間、1人 10 冊まで借りること

ができます。本館や各市民センター配本所等から借りた本や資料等

の返却も可能です。ぜひご利用ください。 

【利用時間】閲覧及び図書室利用 9：00～21：30まで 

貸出 20：00まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏場は冷房の使用が増え、１年で最も電気の使用量が増える時期です。しかし電気を作るための資源には限り

があります。そこで、大切な電気について理解を深めて欲しいということで、東北電力(株)青森支店 地域共創

本部（総務広報）亀山賢一さん、小笠原正勝さん、菊地美菜子さんの３名が講師となり、小学３年から５年の２

１名が参加して講座が開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「ためた電気で車を走らせたのが楽しかった」、「もっと電気のことを知りたい」などの感想も聞かれ、それぞ

れの発電には、長所と短所があることも知り、電気について学ぶことが多い「エネルギー教室」となったようで

した。 

 

令和６年度 第２号 令和６年１０月 1 日発行 

発電の仕組みはどうなっているの？ 

 初めに、「発電の仕組みを知ろう」と題し、スライ

ドを使いながら、「電気はどんなところで使われてい

るか」、「発電の仕組み」、「発電の種類」について分か

りやすい説明がありました。青森県には水力発電、風

力発電、太陽光発電、火力発電、原子力発電の５つの

種類の発電所があることと、それぞれに長所、短所が

あることを学びました。 

手回し発電機を回して電気を起こそう 

 続いて、手回し発電機を回して、実際に電気を起

こす活動を行いました。LED、蛍光灯、白熱電球を

点ける時の手回し発電機を回す重さを意識するもの

で、一番軽く手回し発電機を回すことができる LED

が、少ない電気で灯りがつくことを体験しました。 

 

ためた電気で遠くまで走らせよう 

 最後に、児童のお持ち帰りのプレゼントとなる『工

作キッド』を使い、手回し発電機で、「電気を作る」 

「コンデンサーに電気をためる」、「ためた電気を使

う」活動を行いました。また、ためた電気で、車の模

型を走らせる大会を行い、大いに盛り上がりました。 

 

     図書室（青森市民図書館配本所）もご利用ください 市民センターから 

発行 青森市横内市民センター 

〒030-0132 青森市横内字亀井 28-2 

TEL 017-738-8723  

FAX 017-738-8726 

 ～  講座レポート１ 

手回し発電機で灯りを点ける児童 ためた電気で模型を走らせる児童 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お勧め講座・イベントのご案内！ （10月～） 

  

「初めてのスマホ教室」（2 回シリーズ）がソフトバンク株式会社の佐藤暁子さん、工藤英明さん、関智津子さ

んを講師に開催されました。参加者は７０代、８０代の男女４名で、スマートフォン購入から５年未満、スマート

フォンの操作やいろいろな機能を覚えたいという方々です。参加者が操作に戸惑わないよう、講師が準備した貸し

出し用のスマートフォンで基本の操作やアプリの使い方を学習しました。２回の講座の内容を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

        市民センターでの講座やサークル活動が、盛んに開

催され、コロナ禍以前と変わらない様子です。市民の皆様の明るく

元気に楽しんで、学習活動に取り組む姿が市民センターに戻ってき

ました。今後も市民の皆様の学習活動を支援し、より有意義な学習

情報の発信に努めてまいります。 

〈 取材・編集 〉 

青森市中央市民センター1F 

青森市生涯学習推進員室 

TEL 017-734-0164（内線 36） 

横内市民センター担当：須藤、横内 

 

編集後記 

上達のコツはどんどん触れること 

 スマートフォンは、携帯電話とパソコンをかけ合わ

せた機能を持っていて、言わば、持ち運べるパソコン

です。世界中で使えるアプリ（機能）は 200 万以上

あり、その約 8 割が無料のアプリだそうです。アプ

リを追加することで、自分の使いやすいスマートフォ

ンにすることができます。 
  

実際に体験してみよう 

 次に、楽しくたくさんスマートフォンに触れまし

ょうということで、画面操作について学びました。

スマートフォンの持ち方、タップの仕方の説明があ

り、爪を立てない、軽く触れて離すというポイント

が話されました。続いて、様々なアプリを操作して

の体験です。 
  

いろんなことができるアプリで楽しもう 

 Google マップでオーストラリアのシドニーにあ

るオペラハウスを見つけ、上から見たり、横から見た

りする操作をしました。 

うちカフェ応援 初心者向けコーヒー教室 

～４種のコーヒーの飲み比べ～ 

 

開催日：10月 15日（火） 

時 間：10：00～12：00 

対 象：18歳以上 

講 師：あんてな青森 菊池 康太郎 

会 場：１階 調理室 

定 員：16名 

参加費：1,000円 

準備物：エプロン、三角巾、布巾、筆記用具 

    手拭きタオル 

受 付：10/1（火）10：00～電話または来館 

 

クリスマスの 

お花アレンジ（造花） 

 

開催日：11月 30日（土） 

時 間：10：00～12：00 

対 象：小学生から大人まで  

講 師：フラワーコーディネーター 川口 松子 

会 場：2階 大会議室 

定 員：15名 

参加費：1,000円 

準備物：はさみ、水分補給用飲み物 

持ち帰り用袋 

受 付：11/16（土）10：00～電話または来館 

 

         

初めてのスマホ教室 「やさしい基本編」「LINE体験編」 9/10,11 
 

 

講座レポート２ 

さらに、カメラアプリを使って写真や動画を撮るコ

ツや撮った写真や動画の送り方を学び、また、QR コ

ードを読み込み、「スマホ避難シミュレーション」も

体験しました。 

 翻訳アプリを使って、日本語を英語や韓国語に翻訳

することも簡単にできることを学びました。 

 乗換案内アプリを使って、横内市民センターから東

京タワーへの道順を検索しました。 

 最後に、LINE の操作の仕方を行いました。文字を

送ったり、ビデオ通話をかけたりするなど LINE の面

白さを体験しました。 

２回の研修で、実際にアプリを使いながら様々なこ

とを学び、講師のサポートもあって、充実した研修に

なりました。 

スマホを操作しながら説明を聞く参加者 


